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　盛夏の候、皆様におかれましては、お健やかにお過ごしのことと
お喜び申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症は 5 類になりました。現場の皆様は、
見えないことによる不安と恐怖を抱き、感染対策しておられること
でしょう。季節外れのインフルエンザ等その他の感染症も加わり、
猛暑との闘いながらの日々は、つらいですね。

鹿児島県看護連盟 会長　

吉 﨑  和 子
KAZUKO YOSHIZAKI

G r e e e t i n g

会長の挨拶

ご協力くださった皆様、

誠にありがとうございました。

2023

　さて、鹿児島県看護連盟は、6 月 17 日土曜日、無事、通常総会を
終えることが出来ました。
　ご協力くださった皆様、誠にありがとうございました。
　また、6 月 13 日日本看護連盟通常総会において、石田昌宏議員が、
第 27 回参議院選挙組織内候補予定者に決定致しました。
　2 年後に向けて、成果が出る活動をしてまいります。

　今月から、新体制で連盟活動・研修を開始しております。研修には、
多くの皆様のご参加をお待ち致しております。
　地球温暖化のため、台風が多く到来することが予想されています。
自然災害はいつ発生するかわかりません。医療・介護の現場の皆様、
患者様や、ご自宅で生活されている方々のご健康とご多幸を祈念致
しております。

　

令
和
5
年
6
月
17
日
（
土
）
令
和
5
年
度
鹿
児

島
県
看
護
連
盟
通
常
総
会
が
鹿
児
島
県
市
町
村
自

治
会
館
で
、
会
場
参
加
者
97
人
、
表
決
委
任
者

1
6
5
3
人
、
会
員
2
4
0
4
人
（
令
和
5
年
6

月
1
日
現
在
）
の
2
分
の
１
以
上
の
定
足
数
の
出

席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
講
演
で
は
、
ま
ず
参
議
院
議

員
友
納
理
緒
先
生
に
よ
る
国
政
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
、
看
護
休
暇
の
拡
大
な
ど
す
で
に
多
く
の

こ
と
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
頼
も
し

い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
参
議
院
議
員
石
田

昌
宏
先
生
か
ら
「
未
来
に
向
け
て
看
護
に
必
要
な

課
題
の
取
り
組
み
と
政
策
実
現
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
職
の
処
遇
改
善
・
人

確
法
に
関
す
る
改
正
な
ど
看
護
の
未
来
に
追
い
風

が
吹
い
て
い
る
。
し
か
し
今
後
の
人
口
減
少
を
鑑

み
る
と
、
看
護
職
の
減
少
は
免
れ
な
い
た
め
、
処

遇
改
善
と
同
時
に
看
護
職
1
人
1
人
の
質
を
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
式
典
で
は
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
後
、
吉

﨑
会
長
挨
拶
、
日
本
看
護
連
盟
会
長
高
原
静
子
様
、

鹿
児
島
県
看
護
協
会
会
長
八
田
冷
子
様
、
参
議
院

議
員
石
田
昌
宏
様
か
ら
来
賓
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。
そ
の
後
連
携
活
動
に
永
年
貢
献
し
て
こ
ら
れ

た
10
名
の
方
々
に
鹿
児
島
県
看
護
連
盟
会
長
表
彰

が
行
わ
れ
、
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
鹿
児
島
大
学

病
院
、
今
川
眞
由
美
様
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

通
常
総
会
に
お
い
て
は
、
6
月
13
日
に
日
本
看

護
連
盟
通
常
総
会
に
代
議
員
と
し
て
参
加
さ
れ
た

野
添
伊
知
雄
様
よ
り
、
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙

組
織
内
代
表
者
に
石
田
昌
宏
現
議
員
が
満
場
一
致

で
決
定
し
た
と
い
う
喜
ば
し
い
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

提
出
議
題
で
は
第
一
号
議
案　

令
和
5
年
度
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
届
け
よ
う
看
護
の
声
を
！
私
た
ち
の

未
来
へ
」、
第
五
号
議
案
ま
で
議
決
の
結
果
、
満
場

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
承
認
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
新
旧
役
員
の
挨
拶
が
あ
り
、
旧
役
員
へ
の

感
謝
と
新
体
制
で
の
連
盟
活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
最
後
に
昨
年
に
続
き
青
年
部
の
福
元

優
一
さ
ん
が
力
強
く
綱
領
を
宣
言
し
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
看
護
職
に
期

待
さ
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
看

護
職
が
元
気
で
活
き
活
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
就

業
環
境
が
必
須
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
分
た
ち

で
現
場
を
変
え
る
、
人
任
せ
に
し
な
い
と
い
う
思

い
、
そ
し
て
「
私
も
看
護
師
に
な
り
た
い
」
と
い

う
子
供
た
ち
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
次
期
選
挙
、
組
織
内
代
表
候
補
者
、

石
田
昌
宏
議
員
が
引
き
続
き
、
国
政
の
場
で
活
躍

で
き
る
よ
う
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
ま
し
ょ
う
。　

令和 5 年度
鹿児島県看護連盟通常総会

原田　昌子
（副会長・鹿児島厚生連病院）＝文・報告
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　６年間の看護協会活動で、看護政策実現のための看護

活動の重要性を強く感じておりました。看護職が抱える

多くの課題に、看護連盟の立場からの活動に踏み出すこ

ととなります。これまで同様、看護連盟でも皆様とのご

縁をつながせて頂き、ご理解とご支援をお願いいたしま

す。

　医療を取り巻く環境は加速度的に変化しています。日

本看護協会は国政へ、県看護協会は県行政、市町村へと

様々な要望や試行事業等を展開されております。看護界

の代表である石田議員、友納議員の活躍は素晴らしく、

看護政策の実現に向け力強く政治活動を進めてらしゃい

ます。鹿児島からも、私たち看護連盟会員の一人一人が

「共感する仲間づくり」に努めながら、働き方改革や新

たな看護サービス提供体制の開発など、看護職の声を政

治に届けて参りましょう。

幹事

田畑 千穂子

第二支部長

山内 雅人
川薩支部長

牧山 さゆり

南薩支部長

中島 亘

以前、青年部員として 7 年ほど投票行動や政策について

共に学び活動をしてきました。この期間の経験が自身の

糧であり今後の支部活動に生かせられるように頑張って

いきたいと思います。 

➊今年は、やりたいと思いながら実行に移せない「断
捨離」をしたいです。 

❷「ウォーキング」時間があるときは、JR 線で 3 駅ほ
ど移動し自宅まで 10km 以上のウォーキングとかしま

す。行ったことない所を歩いたりするのは新鮮で楽しい

です。ポッドキャストを聞きながら歩くのをお勧めしま

す。ポッドキャストでトークなどを聞きながらのウォー

キングも集中出来て楽しいですよ。

連盟の活動や事業については分からないことも多いです

が、看護政策に繋げられるような活動、また連盟の普及

活動など会員の皆様のご協力のもと務めさせて頂きたい

と思っています。

➊トレーニングやヨガ　コロナ禍は自宅で過ごす時間
が増えていましたが、今年は体を動かす機会を多く作れ

ればと思います。今まで中止になっていたスポーツ大会

等も健康づくりのためにまた参加できたらと思います。

❷ 2 人の子供がサッカーをしていた影響もあり、サッ
カーの観戦も大好きです。今は子供たちも手を離れ、時

間の余裕ができたため犬を飼い始めました。家に帰って

からも犬の世話でバタバタした日々を送っていますが、

毎日の生活に楽しみと活気を与えてくれる存在となって

います。

今年より、守屋病院で看護師として業務しています。

看護連盟とかかわるうちに、看護の未来を考えるよう

になり、自分なりにできる事を実践していきたいと思っ

ています。皆様の声を現場の声として伝えていき、看

護師を目指そうとする新しい芽をからさないように、

また現場の看護師の意見を、看護連盟につなげていき

たいと思います。

➊ツーリング　昨年、大型二輪免許を取得しました。
鹿児島を中心に海岸沿いや山を走り、風を感じリフレッ

シュを行っております。南薩地区のツーリングスポッ

トを回りたいと思いってますので南薩地区の魅力も伝

えていきたいと思います。

❷キャンプ　仕事も一生懸命、遊びも一生懸命。人生
は、楽しまなきゃ。

G r e e e t i n g

新役員紹介

出水支部支部長

野添 伊知雄

幹事 / 広報委員長　

有木 攻

監事　

今吉 和子連盟活動は、前年度出水支部の幹事長として活動してお

りました。出水支部においても支部の役員の方々や会員

の皆様の協力を頂き、活発な活動ができればと思ってお

ります。

➊❷家庭菜園、庭の手入れや自宅周辺の整備
生まれも育ちも出水で鶴の渡来地の近く住んでいます。

冬季は、自宅前の田んぼに鶴が餌をついばみ、空を見上

げるとまさに鶴翼の陣の編隊を組み鶴が飛来していま

す。河川を挟み田園風景、後ろは山で自然だけは豊か

で、私の趣味兼実用として庭の手入れや自宅周辺の整備

です。夏場は、ほぼ毎週といっていいほど行っています。

草刈り機やチェーンソー、剪定用バリカンなど園芸用機

器や工具を揃え、勤しんでいます。敷地内のスペースを

利用して、ネギやオクラ、ニラなど栽培できたらいいな

と思っています。

連盟の活動は５年ほどで、広報の仕事もまだまだ分から

ないことが多い状態ですがお役に立てる情報発信ができ

るように頑張っていきたいと思っています。

➊コンサート　今年こそは推しのアーチストのコン
サートに行ければと思っています。

❷工場見学　昔は子供と一緒に県内の工場見学をして
いました。今度は県外の工場見学もしてみたいと思いま

す。お堅い内容だけでなく皆様の楽しみの一部になれる

ような広報誌つくりに取り組んでいきたいと思います。

今回また監事をお引き受けすることになりました。

➊小旅行　若いころは海外旅行や遠くまで出かけてい
ましたが、コロナや夫が病気で旅行を控えました。今

後は病気と仲良く連れ立って、夫と小旅行をしたいと

思います。ゴルフバックをもっての旅行ができたら万

歳！かな？

❷フラワーアレンジメント・着付け教室、長くスイミ
ングとゴルフを続けています。「友人や趣味のグループ

の人と多様な交流を持つことは、脳がより刺激を受け

ることになり認知機能の低下を抑える」と言われます。

退職後はますます友人、仲間の大切さを感じます。最

近はフラワーアレンジメントや着付け教室にもいくよ

うになり、コミュニケーションの場が広がりました。

新しい役員のご紹介をいたします。

挨拶に加え、➊チャレンジしたいこと、

❷趣味、についても紹介いただきました。

本年度も引き続きどうぞ宜しくお願いいた

します。
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私
は
2
0
1
0
年
に
福
岡
県
看
護
協
会

の
認
定
看
護
管
理
者
教
育
課
程
サ
ー
ド
レ

ベ
ル
で
村
松
静
子
先
生
に
出
会
い
ま
し
た
。

研
修
で
村
松
先
生
が
「
新
た
な
看
護
サ
ー

ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
質
問
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
「
施
設
や
組
織
に
縛
ら

れ
ず
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
、
特
定
機
能

病
院
の
よ
う
に
高
度
医
療
を
提
供
す
る
施

設
ま
で
、
組
織
に
属
さ
ず
に
依
頼
が
あ
れ

ば
ど
こ
へ
で
も
寄
り
添
え
て
看
護
を
提
供

で
き
る
そ
ん
な
看
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と

考
え
ま
す
。」「
か
か
り
つ
け
看
護
師
が
地

域
へ
急
性
期
病
院
へ
と
自
由
に
、
要
望
に

応
え
ら
れ
る
そ
ん
な
看
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
」

と
答
え
ま
し
た
。す
る
と
、村
松
先
生
は「
実

は
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
看
護
師
が
い
ま
す
。メ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー

ス
で
す
」
と
資
料
を
配
布
さ
れ
た
。
私
は

何
か
が
腑
に
落
ち
「
そ
う
だ
！
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ナ
ー
ス
に
な
ろ
う
！
」
と
、
決
断

し
ま
し
た
。

　

私
が
病
棟
看
護
管
理
者
の
頃
、

C
O
P
D
の
父
が
呼
吸
性
心
不
全
か
ら
頻

拍
発
作
で
何
度
も
救
急
搬
送
さ
れ
、シ
ョ
ッ

ク
状
態
に
陥
っ
て
意
識
確
認
で
き
な
い
時

も
あ
り
ま
し
た
。「
今
度
は
厳
し
か
も
」
と

母
か
ら
の
電
話
に
覚
悟
す
る
日
々
で
し
た
。

そ
し
て
、
高
血
圧
症
の
母
が
脳
卒
中
を
起

こ
さ
な
い
か
と
心
配
で
「
こ
ん
な
時
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
る
看
護
師
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
」「
も
し
、
フ
リ
ー
な
看
護
師
が
あ
れ

ば
雇
い
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

在
宅
療
養
中
で
散
髪
屋
に
行
け
な
い
約

10
年
間
、
父
の
散
髪
は
私
が
担
い
ま
し
た
。

酸
素
療
法
中
で
も
海
釣
り
に
行
き
た
い
と

「
死
ん
で
も
い
い
か
ら
釣
り
に
連
れ
て
行
っ

て
」
と
せ
が
む
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　

病
院
勤
務
す
る
私
の
休
日
と
父
の
体
調

（
風
邪
症
状
が
な
く
、
排
便
状
態
も
よ
く
、

熱
中
症
の
恐
れ
が
な
く
、
寒
く
も
な
い
、

快
晴
で
）が
合
う
の
は
年
間
を
通
し
て
極
々

わ
ず
か
で
し
た
。
今
で
い
う
、「
お
出
か
け

サ
ー
ビ
ス
」「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
っ

た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
父
が
逝
っ
た

そ
の
日
は
県
看
護
協
会
の
フ
ァ
ー
ス
ト
レ

ベ
ル
の
講
師
を
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
母
の
介
護
力

の
お
陰
で
、
父
の
在
宅
療
養
で
勤
務
調
整

し
た
の
は
こ
れ
が
唯
一
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
最
期
の
頃
の
父
の
口
癖
は「
そ

の
時
が
い
つ
で
も
い
い
よ
う
に
、
仕
事
は

整
理
し
て
お
き
な
さ
い
。」「
い
い
看
護
の

仕
事
を
し
な
さ
い
」
で
し
た
。

　

父
の
在
宅
看
取
り
を
経
験
し
、
私
の
よ

う
に
親
の
介
護
や
急
変
へ
の
対
応
に
動
け

る
看
護
師
の
存
在
が
求
め
ら
れ
る
看
護
師

の
仲
間
が
多
く
あ
る
は
ず
、
看
護
職
の
退

職
防
止
の
た
め
に
も
、
そ
ん
な
存
在
に
な

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

2
0
2
1
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
、メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー
ス
認
定
設
立
10
周
年
記

念
講
演
で
私
は
「『
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー

ス
の
出
番
で
す
』
そ
し
て
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
そ
の
次

の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
2
0
2
3
年
4
月

に
N
P
O
法
人
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

自
治
体
や
企
業
・
団
体
等
か
ら
の
委
託
事

業
や
指
定
管
理
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

社
会
全
体
の
健
康
の
増
進
と
公
益
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
活
動
は
、
①
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ナ
ー
ス
事
業
、
②
地
域
の
看
護
の

拠
点
づ
く
り
事
業
（
て
ら
の
保
健
室
を
11

回
開
催
等
）、
③
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
（
A
C
P
）
推
進
事
業
（
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
る
を
考
え
る
市
民

の
集
い
の
開
催
）、
④
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

支
援
に
関
す
る
事
業
、
⑤
自
治
体
や
企
業
・

団
体
か
ら
の
委
託
事
業
（
十
島
村
ワ
ク
チ

ン
接
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
等
）
で

し
た
。

　
2
0
2
5
年
問
題
、
2
0
4
0
年
問
題
を

見
据
え
、
人
生
1
0
0
年
時
代
に
、
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー
ス
は
、
病
院
で
働
く
若

い
世
代
の
看
護
師
た
ち
だ
け
で
は
担
え
な

い
部
分
を
、
生
涯
現
役
の
中
で
や
り
が
い

を
持
っ
て
担
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

ナ
ー
ス
の
役
割
で
あ
り
、
魅
力
と
考
え
て

い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー
ス
は
、

私
の
よ
う
に
長
く
看
護
管
理
者
を
担
っ
た

も
の
で
も
、
一
人
の
看
護
者
と
し
て
“
看

護
の
喜
び
”
に
触
れ
な
が
ら
、
生
き
が
い

を
も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。そ
し
て
、潜
在
看
護
師
を
掘
り
起
し
、

現
役
の
看
護
職
の
仲
間
達
が
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
な
ど
、
看
護
師
不
足

へ
の
「
切
り
札
」
に
な
り
た
い
と
夢
見
て

い
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
私
も
、
90
歳
と
な
っ
た
母

の
介
護
生
活
に
突
入
い
た
し
ま
し
た
。
母

を
師
匠
に
野
菜
づ
く
り
に
苦
戦
し
な
が
ら
、

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー
ス
を
育
成
・
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
私
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
で
す
。

そ
う
だ
！

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

ナ
ー
ス
に
な
ろ
う
！

父
の
在
宅
看
取
り
の
経
験
か
ら

「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ー
ス
へ
！
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

メ
ッ
セ
ン
ジ
ー
ナ
ー
ス

か
ご
し
ま
の
設
立
へ

母
の
介
護
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

在宅療養中の父の散髪

写真左＝母を師匠に野菜づくり

十島村ワクチン接種プロジェクト
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会場　鹿児島県厚生連病院 1階　多目的ホール
参加者　県内各施設より 80 名

　

ポ
リ
ナ
ビ
と
は
、「
P
o
l
i
t
i
c 

N
a
v
i
g
a
t
o
r
s 

N
e
t
w
o
r
k
」

の
略
で
、
若
手
看
護
職
が
中
心
と
な
り
看
護
の

未
来
を
政
治
の
側
面
か
ら
学
び
、
考
え
、
実
行

す
る
こ
と
で
、
日
本
の
看
護
・
医
療
が
よ
り
良

い
も
の
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
鹿
児
島
県
看
護
連

盟
青
年
部
主
催
の
研
修
会
も
久
し
ぶ
り
で
し
た
。 

　

冒
頭
で
は
鹿
児
島
出
身
の
自
民
党
衆
議
院
議

員
宮
路
拓
馬
先
生
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
は
男
性
で
す
が
、

自
民
党
女
性
局
に
所
属
さ
れ
て
お
り
、
働
く
女

性
に
焦
点
を
当
て
、
子
育
て
支
援
や
女
性
特
有

の
健
康
問
題
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
女
性
に
と
っ
て
の
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
は
、
人
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
私
た

ち
看
護
職
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
言
え
ま

す
。

　

特
別
講
演
で
は
、
講
師
に
参
議
院
議
員
の
我

ら
が
友
納
理
緒
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
日

本
の
少
子
高
齢
化
は
急
速
に
進
展
し
、
高
齢

者
の
割
合
は
全
人
口
の
4
割
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。日
本
の
総
人
口
は
減
少
の
一
途
を
辿
る
中
、

2
0
4
0
年
に
は
高
齢
者
の
割
合
が
1
.
5
倍

に
な
る
見
通
し
で
、
今
後
ま
す
ま
す
看
護
職
の

人
材
確
保
は
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の

為
に
は
、
ま
ず
私
た
ち
が
い
つ
ま
で
も
健
康
に

働
き
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
未
来
の
担

い
手
で
あ
る
若
手
に
と
っ
て
も
「
魅
力
あ
る
職

業
」「
魅
力
あ
る
職
場
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え

る
」
取
り
組
み
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
重

要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
看
護
職
の
賃
上
げ
の
問
題
、
適
性
配
置
、

残
業
時
間
や
前
残
業
の
問
題
。
夜
勤
・
仮
眠
環

境
の
問
題
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
問
題
、
そ

の
他
処
遇
・
保
証
制
度
の
見
直
し
、
そ
し
て
女

性
特
有
の
体
調
の
変
化
や
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
の
強
化
、
さ
ら
に
産

休
・
育
休
中
に
現
場
に
残
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
る
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
な
ど
、
私

た
ち
の
代
表
は
看
護
職
の
働
き
や
す
い
環
境
を

目
指
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
日
々
奮
闘
し
て
お

ら
れ
る
こ
と
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
手
段
に

は
「
業
務
の
効
率
化
」
も
含
ま
れ
ま
す
。
中
で

も
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
は
今
、
国
が
力
を
入
れ
て

い
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
近
い
将
来
、
私
た

ち
の
看
護
師
免
許
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

紐
づ
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
潜

在
看
護
師
の
人
数
把
握
や
、
個
々
の
看
護
師
の

ス
キ
ル
に
応
じ
た
適
切
な
人
員
配
置
が
可
能
と

な
る
こ
と
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。
他
に
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
よ
り
、「
看
護
を
リ

モ
ー
ト
で
提
供
」
な
ん
て
こ
と
も
実
現
可
能
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
、

タ
ス
ク
シ
フ
ト
と
い
う
意
味
で
は
、
将
来
AI
が

看
護
記
録
を
す
る
日
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
賛
否
両
論
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
就
業
時
間
の
多
く
を

占
め
る
の
が
看
護
記
録
で
す
。
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
患
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
、
同
時
に
AI
が
記
録
を
し
て
く
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
私
た
ち
は
も
っ
と
患
者
に
寄
り
添
う
時

間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

後
半
で
は
鹿
児
島
市
議
会
議
員
の
西
洋
介
先

生
、
鹿
児
島
県
看
護
連
盟
の
寶
代
淳
子
氏
、
国

立
千
葉
大
学
の
嶋
谷
圭
一
先
生
も
加
わ
り
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
看

護
職
の
働
く
環
境
構
築
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
の
お
話

が
あ
り
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
改
め
て
看
護
と
政
策
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
場
の
人
間
が
「
こ
う
し

た
ら
い
い
の
に
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
こ
と
を
仲
間
内
で
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
法

や
制
度
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
生

方
に
力
を
発
揮
し
て
頂
く
た
め
に
も
、
私
た
ち

は
現
場
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
声
を
上
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
友
納
先
生
は
看

護
師
で
あ
り
な
が
ら
弁
護
士
で
も
お
ら
れ
ま

す
。
法
律
の
プ
ロ
が
私
た
ち
の
代
表
を
さ
れ
て

い
る
、
こ
の
よ
う
な
方
を
政
界
に
送
り
出
せ
た

こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
強
み
で
す
。

看
護
連
盟
青
年
部
と
し
て
も
、
多
く
の
“
現
場

の
声
”
を
政
界
に
届
け
、
そ
し
て
先
生
方
の
ご

活
躍
を
皆
様
に
届
け
る
、
現
場
と
政
界
の
架
け

橋
と
な
れ
る
よ
う
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

パネルディスカッションテーマ
「看護職の働く環境構築のために必要なこと」
パネリスト
「働く環境を構築するための鹿児島市の取り組み」
	 西洋介（鹿児島市市議会議員）
	「看護管理者が考える看護職の働きやすい環境とは」
	 寶代淳（鹿児島県看護連盟）
	「看護学生が選ぶ職場環境とは」
	 嶋谷圭一（千葉大学予防医学センター特任助教）

平山　龍一（鹿児島市医師会病院）＝文・報告

特別講演テーマ
「看護職の働く環境の現状と未来に向けた取り組み」
		講師　友納理緒先生（参議院議員）　

~ R e p o r t ~研 修 報 告
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鹿
児
島
県
看
護
連
盟
の
皆
様
、
日
頃
よ

り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
、
物
価
の

高
騰
に
よ
り
、
医
療
機
関
や
訪
問
看
護
事

業
者
等
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
社
会
全
体
で
賃
上
げ
が
進

む
中
、
看
護
職
も
一
層
の
処
遇
改
善
を
進

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
賃
上
げ

に
必
要
な
医
療
機
関
等
の
収
入
を
増
や
す

た
め
に
、
診
療
報
酬
の
基
本
的
点
数
で
あ

る
入
院
基
本
料
や
訪
問
看
護
基
本
療
養
費

等
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上

げ
と
、
全
て
の
看
護
職
員
の
賃
金
引
き
上

げ
を
可
能
と
す
る
た
め
の
財
政
措
置
を
明

示
す
る
こ
と
を
政
府
に
求
め
て
い
ま
す
。

　

6
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
日
本

看
護
連
盟
通
常
総
会
に
お
い
て
、
次
期
参

議
院
議
員
選
挙
の
組
織
内
候
補
予
定
者
と

し
て
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
当

選
以
降
、
組
織
代
表
の
看
護
職
議
員
と
し

て
、
看
護
協
会
が
提
言
す
る
看
護
政
策
実

現
の
た
め
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
看
護
連
盟
・
看
護
協
会
と
連
携
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

友納りお
TOMONOH RIO
参議院議員

とものうりお official site
ぜひ

Check
https://tomonoh.net/

6 月 23 日は、石田昌宏先生との対談から。次号のアンフィニの取材
です。お楽しみに！
お昼は、女性局役員会。山田太郎先生からこども DX のお話。

こどもや家庭を適切な支援と繋げるには。

日本助産師会の髙田昌代新会長と面会。ご指導いただきながら、とも

に政策に取り組みます！

6 月 6 日は午前午後の厚労委員会の間に、面会やレク、打ち合わせが

ぎっしり。

急遽、性暴力救援センター日赤なごや「なごみ」の方にもお話をうか

がうことができました。性暴力にあった被害者ケアの専門知識をもつ

看護師（SANE）が 24 時間対応して下さっています。現状や課題につ

いてうかがえました。

6 月 7 日は、食育調査会からスタート。

保育園での食育と千葉県いすみ市の取組みについて。

日頃から食育に取り組んで下さる保育の皆さまに感謝。栄養士の配置

がもっと必要です。いすみ市の有機給食や給食無償化の取組みも素晴

らしい。今後は都市のこどもたちとの交流を進めたいと太田市長。体

験が一番の食育ですね！

その後、本会議や会議が続きましたが、今は、終末期医療についての

プロジェクトチームが終わったところ。患者さんの自己決定権の尊重

のためにも法整備が必要だとお伝えしました。

2023/06/06 火

6 月 21 日に第 211 回通常国会閉会。

令和 5 年 1 月 23 日からの 150 日間。

予算や内外の諸課題に対応する法案が多く成立。閣法は 60 本のうち

58 本成立。厚労・内閣・法務委員会で質問の機会をいただくなど、様々

経験をさせていただきました。

閉会中は皆さまのもとに伺う機会が増えます。

日本看護連盟通常総会にてご挨拶

診療報酬・介護報酬に関する打ち合わせ

スポーツ庁へ脳脊髄液減少症に関する要望書提出
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　おかげさまで、総会も開催され役員交代もありました。節目は色々な事を考えさせられ
ると同時に、振り返ると感謝ばかり。1 日の終わり、週の終わり、月の終わりなど、それ
ぞれの節目で、それはそれで良かったと思えることに幸せを感じます。「ありがとう」、「お
かげさま」を言葉にして、笑顔で上を向いて歩こう！鹿児島を盛り上げていくのは私達だっ
て勢いで。
　この広報紙を手に取っていただき、最後まで読んでいただきありがとうございます。
これからも、読み応えのある広報紙をお届けできるよう、一層精進してまいります。


